
読書の秋！「ひらいてとじた 笑顔がふえた」

校長 中村 一成

この標語は２０２３「こども読書週間」の入賞作品です。作者の方は，「生まれてきた子供のためにた

くさんの絵本を買い，読み聞かせを行いながら，いつか自発的に読み出す頃，本の世界に触れ笑顔にな

ってほしい。」という想いを作品にこめたそうです。保護者の皆さんも，「あ，この絵覚えている」「この

お話は子供が小さい頃読んであげたな」と思い出す本があるのではないでしょうか。私も小学生の時に

出会い，今でも大切にしている本があります。「おしいれのぼうけん」という絵本です。この本との出会

いは小学校２年生のときでした。冬休みに転校することになり，その時の担任の先生から記念にといた

だいた本です。それまでじっとしていることが苦手で，外で遊んでばかりいた私が初めて夢中になって

読んだのを今でもよく覚えています。それからも，転校前の友達のことを思い出しては手に取り読んで

いました。大人になり，初めて教師になったとき，クラスの子供たちに紹介した本もこの本でした。我

が子が幼いときにもよく読んで聞かせました。今では古くなりページも黄ばんできていますが，ぜひ阿

久根小の子供たちにも紹介しようと思っています。

阿久根小では，11月に「読書まつり」を実施します。図書委員会による読み聞かせや読書クイズ，し

おりの作成も行う予定です。ぜひご家庭でもこの機会に親子読書に取り組まれてはいかがでしょうか。

運動会や陸上記録会，なわとびチャレンジなど，活発に体を動かすことが多い２学期ですが，読書の楽

しさを味わうのにもとてもよい季節です。少し気分を切り替えてゆっくりした気持ちで本に親しんでほ

しいと思います。

近年，テレビやゲームなどスクリーンタイムが増え，子供の読書時間が減っています。特に高学年に

なるに従って読書量にも個人差が出てきており，家庭や学校で読書環境を整えていく必要があるようで

す。ある子育ての講演会で，「本はなくても子は育つが，育ち方はだいぶ違う。本を読むことによって与

えられるものは，無限の自由であり，魂の飛翔である。想像力もまたそこで鍛えられ，深い人間に至る

道がひらかれる。」というお話を聞きました。ご多用とは思いますが，ぜひ親子で読書の時間を設けて取

り組んでください。

６年生修学旅行 ～学習の成果を学校のリーダーとして発揮を！～

10月24～25日，６年生が１泊２日で熊本へ修学旅行に行きました。

それぞれが「時間」「公共のマナー」「ルール」を自覚しながら行動しま

した。大きな怪我やハプニングもなく

楽しく過ごすことができました。熊本

城やグリーンランドでの集団行動を通

して，さらにクラスの仲間意識が高ま

ったと思います。

日ごろから，低学年の面倒をよく見るやさしい６年生。この修学旅行で

の経験を学校全体に広げ，学校のリーダーとしてさらにより良い阿久根小

を築いていってほしいと思います。
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